
下諏訪町グランドデザイン策定事業 

「横町木の下面影を知るまちあるき」実施結果 

令和４年１１月３日実施 

■目 的■ 

グランドデザイン実現に向け、短期的実現要素の実証とまちあるきにより当地区の魅力の検証を行

う。 

 

■実施概要■ 

○日時 

１１月３日 １０時００分～、１１時３０分～、１３時００分～  計３回実施。 

○案内ルート 

八幡坂高札ひろば ～ 立町線 ～ 青塚古墳 ～ 花屋茂七館 ～ 児湯 ～ 綿の湯 ～ 本陣岩波家 

～ 立町線 ～ 八幡坂高札ひろば 

○詳細内容 

・横町木の下地区のまちあるきを行いながら、解説役から歴史などについて説明を受ける。 

・横町木の下地区の歴史に関して、横町木の下まちづくり協議会小松会長（花屋茂七館）から説明。 

・本陣岩波家について、岩波家当主から説明。 

・本陣の庭園と金屏風を背景に着物を着用して写真撮影。 

・青塚古墳、児湯、綿の湯は町職員が説明。 

・行程終了後、八幡坂高札ひろばにて本陣で撮影した写真を引き渡しアンケートを実施した。 

 

■実施結果■ 

・参加者数 １回目２１人、２回目１６人、３回目１０人  計４７人 

・アンケート回収数：４０枚 

 

●アンケート結果 

・町内外から多くの方が来たが、町外からの来訪者のほとんどが車での来訪であった。 

・駐車場所については秋宮が最も多かった。 

・性別で見ると女性の方が多い結果となった。 

・年齢別でみると６０歳代が最も多かった。 

・同行者は家族での参加が最も多かった。 

・本陣の意見については茶席の体験を希望する意見が多かったが、意見の中には本陣の公開を求め

る声もあった。 

・綿の湯跡地については休憩スペースを希望する意見多く、具体的な内容ではお茶などを飲みなが

ら休憩できるスペースやキッチンカーのスペースといった意見があった。 

 ・歩きやすさについて、多くが「歩きやすかった」という意見であったが、「歩きづらかった」とい

う意見も一部見られた。その中には、国道１４２号の湯田坂から旧綿の湯の区間について危険で

あるという意見も見られた。 

 ・歴史文化などの感想については、まちあるきの中で知り得たことについて、「知らなかった」「勉強

になった」といった意見が多くあった。 
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■考 察■ 

・約５０名の参加があったことから、当地区に魅力があることが再認識され、まちあるきイベントが

賑わい創出に有効であると考える。 

・歩きやすさについて国道１４２号の湯田坂から旧綿の湯の区間について、危険であるという意見

がある事から、まちあるきを進めていくにあたって、歩きやすい環境の整備が必要と考えられる。 

 

<当日の様子> 

 


